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------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜ニュースの内容＞ 

◼ 第 46 回全国保育士研修会を開催しました 

◼ 子ども・子育て会議（第 51 回）が開催される（内閣府） 

－公定価格の見直し内容の詳細（処遇改善等加算Ⅱの配分方法の要件緩和等）が示される  

◼ 第 75 回月例社会保障研究会「子どもと子育てを孤立させない社会」（主催：医療介護福

祉政策研究フォーラム）のご案内 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

◆ 第 46 回全国保育士研修会を開催しました 
  

令和 2 年 1 月 27～28 日に新横浜プリンスホテルで、「第 46 回全国保育士研修会」

を約 450 名の参加を得て開催しました。 

本研修会は、主任保育士・主幹保育教諭および保育所・認定こども園等のリーダー

的職員を対象とし、その専門性・指導性を高め、保育実践・保護者支援の質の向上を

図ることを目的としています。1 日目は全体研修、2 日目は 4 コースに別れて研修を

行いました。 

【プログラム】 

1 日目（令和 2 年 1 月 27 日（月）13：00～17：30） 全体会 

時間 内 容 

13:00～ 開会式 

13:15～ 

13:45 

基調報告「全国保育士会の令和 2 年度の取り組みに向けて」 

     報告者：全国保育士会 会長 村松 幹子 

13:45～ 

14:45 

行政説明「保育をめぐる国の動向と課題」 

     講 師：厚生労働省 子ども家庭局 保育課 企画官 大月 光康 氏 

14:45～ 

15:00 

 

鼎談「保育士・保育教諭の養成と働き続けられる職場づくり 

     ～より質の高い保育を実現するために～」 

登壇者： 

寺見 陽子  氏 神戸松蔭女子学院大学大学院 教育学部教育学科 兼任教授 

來住 るみ子 氏 社会福祉法人豊福祉会 みつわ台保育園 主任保育士 

津村  薫  氏 Felien（フェリアン）副所長、講師  

令和 2 年 2 月 6 日 （令和元年(2019 年)度第 25 号） 

全国保育士会委員ニュース 
 

 

 

本ニュースは、全国保育士会委員、顧問、監事、都道府
県・指定都市保育士会事務局に送付しています。  
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２日目（令和 2 年 1 月 28 日（火）9：00～15：30） コース別研修 

コース テーマ・講師 

A 

コース 

職員が主体的に研修に参加・参画するための 

ファシリテーターとしての役割 
～より効果的な園内研修の企画と手法～ 

神長 美津子 氏  國學院大學 教授 

B 

コース 

保育所・認定こども園における 

業務の円滑な遂行のための評価と取り組み 
～マネジメント的視点をふまえて～ 

田邉 哲雄 氏  湊川短期大学 教授 

C 

コース 

保育所・認定こども園から小学校への円滑な接続について考える 

木下 光二 氏  鳴門教育大学大学院 教授 

D 

コース 

児童虐待予防のための保育所・認定こども園のかかわり 

徳岡 博已 氏  大谷大学短期大学部 教授 

 

1 日目の全体会では、本会会長の村松幹子が「全国保育士会の令和 2 年度の取り組み

について」をテーマに基調報告を行い、令和 2 年度の重点事業を中心とした本会の取り

組みについて話したのち、行政説明「保育をめぐる国の動向と課題」として、厚生労働

省子ども家庭局保育課企画官の大月光康氏に国の制度動向や検討会の状況についてお

話いただきました。 

その後、「保育士・保育教諭の養成と働き続けられる職場づくり」をテーマに、鼎談

を行いました。保育士養成校教員である寺見陽子氏（神戸松蔭女子学院大学大学院 兼任教授）

の進行のもと、來住るみ子氏（社会福祉法人豊福祉会みつわ台保育園 主任保育士）が保育現場

で働く保育士としての立場から、また、津村薫氏（Felien〔フェリアン〕副所長、講師）が人

材育成の専門家の立場から発言しました。保育士・保育教諭の養成・育成のために必要

な視点やかかわり、やりがいを持って働き続けられる職場づくりについて意見交換を行

い、参加者一人ひとりが自らの園での取り組みについて考える機会となりました。 
  

   

1 日目 鼎談の様子（写真左から、寺見氏、來住氏、津村氏） 
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2 日目は、「職員が主体的に研修に参加・参画するためのファシリテーターとしての

役割」、「保育所・認定こども園における業務の円滑な遂行のための評価と取り組み」、「保

育所・認定こども園から小学校への円滑な接続について考える」、「児童虐待予防のため

の保育所・認定こども園のかかわり」の 4 コースに分かれて研修を行いました。 

講師の講義から学ぶだけではなく、演習をとおして各地域の参加者と交流することで

相互に深く学ぶことができ、参加者一人ひとりの専門性の向上に資する研修会となりま

した。 

 

2 日目 コース別研修の様子 

 

 

 

◆ 子ども・子育て会議（第 51 回）が開催される（内閣府） 

～公定価格の見直し内容の詳細（処遇改善等加算Ⅱ  

の配分方法の要件緩和等）が示される 
  

令和 2 年 1 月 31 日、子ども・子育て会議（第 51 回）が開催されました。全国保育

協議会から森田信司副会長が出席し、意見を述べています。 

会議では、令和 2 年度における子ども・子育て支援新制度に関する予算案、幼児教

育・保育の無償化の施行状況等が示されました。その中で、「子ども・子育て支援新

制度施行後 5 年の見直しに係る対応方針」に掲げられた事項に対する、令和 2 年当初

予算（案）および令和元年度補正予算における公定価格の対応について、土曜日の開

所日数に応じた調整や、処遇改善等加算Ⅱの加算額の配分方法の要件緩和等の詳細が

示されました。 

幼児教育・保育の無償化の施行状況については、無償化の対象となる施設・事業所

数や子どもの数に加え、保育所等における副食費の徴収月額（平均）等が示されてい

ます。 
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また、厚生労働省が「保育の現場・職業の魅力向上検討会」を 2 月から開始するこ

とも報告されました（第 1 回は 2 月 6 日開催）。 

示された資料の主な内容は以下のとおりです。公定価格の見直し内容の詳細につい

ては、下記ホームページ内の資料 1-2「令和 2 年当初予算（案）および令和元年度補

正予算における公定価格の対応について」をご参照ください。 

 
■内閣府トップページ > 内閣府の政策 > 子ども・子育て本部 > 子ども・子育て支援新制度  

> 子ども・子育て会議等 > 子ども・子育て会議 

https://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/meeting/kodomo_kosodate/k_51/index.html 

 

 

 
 

https://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/meeting/kodomo_kosodate/k_51/index.html
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「保育の現場・職業の魅力向上検討会」開催要綱 

 

１．目的 

現在、「子育て安心プラン」に基づき、認可保育所等を中心に整備を進める中で、

保育の担い手の確保が困難な状況が続いている。 

また、令和元年１０月から幼児教育・保育の重要性にかんがみ無償化が始まっ

た中で、子どもの豊かで健やかな育ちを支え促す保育の機会を保障するためには、

保育の質を確保・向上させていくことが不可欠であり、保育の質を担う保育士等

の役割は一層重要になっている。 

これらの背景を踏まえつつ、保育士を目指す方や保育士に復帰しようとする方

が増え、保育現場で就業しやすくなるよう、保育士という職業や、働く場所とし

ての保育所の魅力向上やその発信方法等について、子ども家庭局長が学識者等の

参集を求め、検討を行うこととする。 

 

２．構成 

（１）検討会の構成員は別紙のとおりとする。 

（２）検討会に座長、副座長を置く。 

（３）必要に応じて、別紙以外の者にも協力を求めるほか、関係者からも意見を聞
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くことができるものとする。 

 

３．主な検討事項 

（１）保育士という職業の魅力向上とその発信方法 

（２）魅力ある職場づくりに向けた、雇用管理改善と業務効率化 

（３）保育士資格を有する方と保育所とのマッチングの改善 

 

４．運営 

検討会の庶務は、子ども家庭局保育課が、同局総務課、大臣官房総務課広報室、

職業安定局の協力を得て、行う。 

 

５．スケジュール 

令和２年２月～４月にかけて、５回程度開催、その後必要に応じて継続的に開催。 

 

６．その他 

この要綱に定めるほか、検討会の運営に関し必要な事項は、座長が子ども家庭局

長と協議の上定める。 

 

 

（別紙） 

 

「保育の現場・職業の魅力向上検討会」構成員名簿 

 

近江屋 希   鳩の森愛の詩あすなろ保育園 園長 

菊地 加奈子  全国社会保険労務士連合会 分野別業域拡大支援部会委員 

佐藤 博樹   中央大学大学院戦略経営研究科教授 

佐藤 弘道   NHK「おかあさんといっしょ」第 10 代 体操のお兄さん 

汐見 稔幸   東京大学名誉教授 

那須 信樹   中村学園大学教授 

馬場 拓也   社会福祉法人愛川舜寿会常務理事 

御手洗 洋子  大分県福祉保健部こども未来課長 

宮川 勉    小学館 第三児童学習局プロデューサー兼教育編集室室長 

森 知子    聖和短期大学准教授 

吉田 正幸   株式会社 保育システム研究所 代表 

若林 和彦   相模原市子ども・若者未来局参事兼保育課長 

オブザーバー 内閣府子ども・子育て本部 

文部科学省初等中等教育局 

厚生労働省職業安定局 
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子ども・子育て会議（第 51 回）全国保育協議会 発言要旨 

 

○ 令和元年 10 月に実施が見送られたチーム保育推進加算の充実や栄養管理加算の

充実を、令和 2 年度の公定価格において実現していただいたことに感謝を申しあげ

ます。 

○ 処遇改善等加算Ⅱの加算額の配分方法の要件が緩和され、現場にとってより使い

やすい仕組みとなったことについても感謝申しあげます。  

○ 働き方改革への対応について、複数の保育所等を経営する法人などには、この 4

月から「同一労働・同一賃金」の対象となる法人もあります。適切な情報提供など

の支援もお願いします。 

○ 第 44 回子ども・子育て会議において「中長期的な検討課題」とされた事項につい

て、今後、議論の論点が示されることと思いますが、その際も、子どもの最善の利

益の視点のもと議論が進められるようご配慮をお願いします。  

 

 

 

◆第 75 回月例社会保障研究会「子どもと子育てを孤立

させない社会」（主催：医療介護福祉政策研究フォーラム）

のご案内 
  

一般社団法人医療介護福祉政策研究フォーラム（虎ノ門フォーラム）は、医療介護福

祉の発展・向上に資するため、調査研究事業やシンポジウム、研究会の開催等の事業

を行っています。 

このたび、「子どもと子育てを孤立させない社会」をテーマに下記のとおり研究会

が開催されます。申し込み方法等はホームページをご参照ください。  

 

講  師：榊原 智子 氏（読売新聞東京本社 教育ネットワーク事務局 専門委員） 

栗林 知絵子 氏（特定非営利活動法人豊島子ども WAKUWAKU ネットワーク理事長） 

日  時：2020 年 3 月 18 日（水）18：30～20：30（開場 18：00） 

場  所：日本記者クラブ・ホール AC 

     （東京都千代田区内幸町 2-2-1 日本プレスセンタービル 10 階） 

参加費：￥1,000（当日受付でお支払いください） 

定  員：230 名（定員に達し次第参加申込を締切ります） 

ホームページ：http://www.mcw-forum.or.jp/research.html 

http://www.mcw-forum.or.jp/research.html

